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議
員　

畜
産
農
家
と
耕
種
農
家
が
連
携

し
て
良
質
な
堆
肥
生
産
利
用
体
制
を
整

え
、
地
域
内
で
の
資
源
循
環
に
結
び
つ

け
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
が
あ
る
が
、
優
良
な
堆
肥
の
供

給
体
制
と
耕
種
農
家
の
利
用
促
進
に
つ

い
て
県
は
ど
の
よ
う
に
進
め
る
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

農
家
で
不
足
す
る
堆

肥
保
管
庫
な
ど
の
施
設
整
備
や
運
搬
・

散
布
機
械
な
ど
の
導
入
に
対
し
て
補
助

す
る
と
と
も
に
、
耕
種
農
家
に
は
堆
肥

散
布
の
掛
か
り
増
し
経
費
※
を
支
援
す

る
な
ど
、
堆
肥
の
利
用
促
進
を
図
る
。

議
員　

本
県
は
、
全
国
に
先
駆
け
て
結

婚
支
援
を
少
子
化
対
策
の
柱
の
一
つ
と

し
て
位
置
付
け
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

昨
年
の
一
般
質
問
で
市
町
村
な
ど
と
の

連
携
を
充
実
さ
せ
る
べ
き
と
尋
ね
た
が
、

そ
の
後
の
取
り
組
み
状
況
は
。

保
健
福
祉
部
長　

市
町
村
と
協
力
し
て

新
た
に
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
に
よ
る

結
婚
相
談
会
を
県
内
各
地
で
開
催
し
て

い
る
ほ
か
、
民
間
の
結
婚
事
業
者
や
街

コ
ン
事
業
者
と
の

交
流
も
進
め
て
お

り
、
今
後
も
さ
ら

に
連
携
を
図
っ
て

い
く
。

（
ほ
か
に
、
県
北

地
域
の
振
興
、
里

山
の
保
全
対
策
な

ど
も
質
問
）

西野　　一 議員
いばらき自民党
常陸太田市選出 

一括方式

　

平
成
二
十
四
年
第
一
回
定
例
会
か
ら
分
割
方
式
が
導
入
さ
れ
、

議
員
は
次
の
い
ず
れ
か
の
質
問
方
式
を
選
択
で
き
る
よ
う
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。

○
一
括
方
式

　

質
問
項
目
全
て
に
つ
い
て
一
括
し
て
質
問
し
、
一
括
し
て
答
弁

を
求
め
る
方
式
。

○
分
割
方
式

　

質
問
項
目
ご
と
に
分
割
し
て
質
問
し
、
そ
の
都
度
、
答
弁
を
求

め
る
方
式
。

質
問
方
式
に
つ
い
て

第
４
回
定
例
会
の

主
な
日
程

　

平
成
26
年
第
４
回
定
例
会
は
、
次

の
会
期
日
程
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

文
化
芸
術
の
振
興
へ
の
取
り
組
み

議
員　

広
く
県
民
が
文
化
に
親
し
み
、

格
調
高
い
文
化
芸
術
を
中
心
と
し
た
県

づ
く
り
を
目
指
す
た
め
に
も
、
今
ま
で

以
上
に
文
化
芸
術
に
対
す
る
支
援
が
必

要
で
あ
る
。
文
化
芸
術
の
振
興
へ
の
取

り
組
み
は
。

知
事　

文
化
芸
術
を
支
え
る
担
い
手
の

育
成
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
広
く
県

民
が
文
化
芸
術
に
親
し
む
こ
と
が
で
き

る
機
会
の
拡
充
や
県
内
各
地
で
受
け
継

が
れ
て
い
る
伝
統
文
化
の
継
承
な
ど
も

図
り
な
が
ら
、
本
県
の
文
化
芸
術
の
さ

ら
な
る
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

県
北
臨
海
地
域
の
観
光
振
興

議
員　

県
北
臨
海
地
域
の
観
光
客
数
を

伸
ば
す
た
め
に
は
、
海
水
浴
客
の
回
復

に
取
り
組
む
こ
と
や
変
化
に
富
ん
だ
海

岸
線
を
活
用
し
た
誘
客
の
促
進
を
図
る

必
要
が
あ
る
。
同
地
域
の
観
光
振
興
を

図
る
た
め
の
今
後
の
取
り
組
み
は
。

商
工
労
働
部
長　

豊
か
な
自
然
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
観
光
資
源
を
生
か
し
、
多
様

な
観
光
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
地

元
自
治
体
や
観
光
事
業
者
な
ど
と
連
携

を
図
り
、
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
く
。

（
ほ
か
に
、
高
萩

の
有
明
・
高
浜
地

区
の
津
波
・
高
潮

対
策
、
文
化
部
活

動
に
お
け
る
指
導

者
の
確
保
な
ど
も

質
問
）

岡田　拓也 議員
いばらき自民党
高 萩 市 選 出  

一括方式

議
員　

地
下
鉄
八
号
線
の
本
県
へ
の
延

伸
は
、
県
西
地
域
の
定
住
人
口
拡
大
や
、

東
京
圏
災
害
時
に
お
け
る
輸
送
機
能
の

強
化
な
ど
大
き
な
効
果
が
あ
る
と
考
え

る
。
実
現
に
向
け
て
、
県
の
後
押
し
を

求
め
る
が
、
所
見
は
。

知
事　

地
元
六
市
町
の
協
議
会
に
お
い

て
、
県
内
延
伸
に
向
け
た
検
討
調
査
が

実
施
さ
れ
て
お
り
、
県
も
費
用
を
一
部

負
担
し
て
い
る
。
今
後
、
千
葉
県
野
田

市
以
南
の
区
間
の
事
業
化
見
通
し
や
協

議
会
の
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
つ
つ
、

引
き
続
き
必
要
な
協
力
を
行
っ
て
い
く
。

議
員　

小
中
学
生
の
と
き
に
消
防
団
員

の
活
動
に
触
れ
る
機
会
を
増
や
す
こ
と

が
、
長
い
目
で
見
れ
ば
、
消
防
団
員
の

確
保
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
が
、
ど
の

よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

生
活
環
境
部
長　

将
来
の
消
防
団
を
担

う
子
供
た
ち
を
育
成
す
る
た
め
、
消
防

団
と
子
供
た
ち
と
の
触
れ
合
い
の
取
り

組
み
が
、
全
て
の
市
町
村
で
行
わ
れ
る

よ
う
、
そ
の
方
策
に
つ
い
て
検
討
す
る

と
と
も
に
、
少

年
消
防
ク
ラ
ブ

の
結
成
な
ど
を

促
進
す
る
。

（
ほ
か
に
、
オ
ー

プ
ン
デ
ー
タ
※

の
推
進
、
外
国

人
観
光
客
の
誘

客
な
ど
も
質
問
）

宮﨑　　勇 議員
いばらき自民党
筑 西 市 選 出

一括方式

消
防
団
員
の
確
保

堆
肥
の
活
用
促
進

議
員　

鹿
嶋
市
で
は
東
日
本
大
震
災
に

お
け
る
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
た

こ
と
か
ら
、
一
刻
も
早
い
対
策
が
熱
望

さ
れ
て
い
る
。
地
域
住
民
の
安
心
の
た

め
、県
と
し
て
今
後
ど
の
よ
う
に
津
波
・

高
潮
対
策
を
進
め
て
い
く
の
か
。 

知
事　

鹿
島
港
の
北
及
び
南
公
共
埠
頭

地
区
の
外
縁
部
に
新
た
な
堤
防
を
整
備

す
る
と
と
も
に
、
鹿
島
港
よ
り
北
の
沿

岸
部
で
は
、
堤
防
高
が
足
り
な
い
箇
所

の
か
さ
上
げ
を
行
う
。
さ
ら
に
、
高
波

の
威
力
の
低
減
の
た
め
砂
浜
の
回
復
を

図
る
な
ど
、
最
大
限
努
力
し
て
い
く
。

議
員　

米
価
の
下
落
に
伴
う
コ
メ
生
産

者
の
支
援
の
た
め
に
も
、
積
極
的
に
飼

料
用
米
を
推
進
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

県
は
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く
の
か
。

農
林
水
産
部
長　

Ｊ
Ａ
な
ど
の
関
係
団

体
と
連
携
し
、
生
産
者
が
不
安
な
く
飼

料
用
米
を
生
産
で
き
る
よ
う
体
制
づ
く

り
を
進
め
る
と
と
も
に
、
収
量
の
多
い

専
用
品
種
の
種
子
の
生
産
拡
大
及
び
生

産
者
へ
の
周
知
徹
底
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
米
価
の
安
定
と
生
産
者
の
収
益
性

の
向
上
を
図
っ
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、

若
手
医
師

の
確
保
対

策
、
若
者

の
就
職
対

策
な
ど
も

質
問
）

田口　伸一 議員
いばらき自民党
鹿 嶋 市 選 出  

一括方式

■
10
月
�1
日
㈮　

本　
　

会　
　

議

（
開
会
、
知
事
提
出
議
案
説
明
）

■
11
月
５
日
㈬　

本　
　

会　
　

議

　
　
　

６
日
㈭
（
一
般
質
問
・
質
疑
）

■
11
月
７
日
㈮　

常
任
委
員
会

■
11
月
10
日
㈪

■
11
月
11
日
㈫

■
11
月
12
日
㈬　

決
算
特
別
委
員
会

■
11
月
14
日
㈮　

本　
　

会　
　

議

（
委
員
長
報
告
、
採
決
、
閉
会
）

少
子
化
対
策
と
し
て
の
出
会
い
の
場

の
拡
大
へ
の
取
り
組
み

ことば

県
出
資
団
体
等

調
査
特
別
委
員
会

安
全
・
安
心
を
実
感
で

き
る
地
域
づ
く
り
に
関

す
る
調
査
特
別
委
員
会

鹿
島
港
及
び
鹿
嶋
市
沿
岸
に
お
け
る

震
災
対
策

飼
料
用
米
生
産
の
推
進

東
京
直
結
鉄
道
・
地
下
鉄
八
号
線

（
有
楽
町
線
）
の
県
内
延
伸

※【掛かり増し経費】…堆肥購入、運搬・散布費用など堆肥散布を行うことによって新たに生じる追加経費。
※【オープンデータ】…公共データを機械判読に適したデータ形式で、営利目的も含め自由な編集・加工などを認める利用ルールにより公開すること。

県議会を
傍聴しませんか

　県議会の本会議は、どなたでも
傍聴することができます。
　本会議の傍聴（定員 300 名）を
希望される方は県議会議事堂５階
の傍聴受付で簡単な手続きをして
いただくだけで入場できますので、
是非お越しください。
　なお、手話通訳を希望される方、
委員会の傍聴を希望される方、そ
の他詳細についてお知りになりた
い方は、県議会事務局議事課にお
問い合わせください。

お問い合わせ先

婚活パーティーの様子

家族連れで楽しむ高萩海水浴場（震災前）

消防ポンプ操法競技大会の様子

津波などへの対策が求めら
れている鹿島港

11
月
５
日（
水
）

　

西に
し
の野　

　
　

一
は
じ
め　

　
　
　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

岡お
か
だ田　

　

拓た
く
や也　

　
　
　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

田た
ぐ
ち口　

　

伸し
ん
い
ち一　

　
　
　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

宮み
や
ざ
き﨑　

　
　

勇
い
さ
む　

　
　
　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

11
月
６
日（
木
）

　

鈴す
ず
き木　

　
　

将ま
さ
し

　
　
　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

　

川か
わ
ぐ
ち口　

　

政ま
さ
や弥

　
　
　
　
（
自
民
県
政
ク
ラ
ブ
）

　

齋さ
い
と
う藤　

　

英ひ
で
あ
き彰

　
　
　
　
（
民　
　

主　
　

党
）

　

横よ
こ
や
ま山　

　

忠ち
ゅ
う
い
ち

市

　
　
　
　
（
い
ば
ら
き
自
民
党
）

●
質
問
者

一般質問（要旨）

電　話　029-�01-�6�4
ＦＡＸ　029-�01-�629


